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1.研 究の 目的と 意 義
この報告書では，読みの能力に障害をもっ子どもだけについて述ベて為る











































































































































































































































は(1)にあたり， reading difficu 
(2) 
Harrisの分類で，reading retardation 



































































































第 1表 対象児童 一 覧表
児選!S.R.T IWI S C 1児童 IS.R.T IWl SC ~児蛍 ! S .R .T I WI SC !
8 .39 102 13 O 37 25 O 48 121 
2 O 29 119 14 O 38 26 6 36 108 
3 6 44 84 1ラ ♀ 34 37 105 
4 !i1 39 9ヲ 16 '? 欠 42 1128 Q 32 89 
5 12 37 104 17 中 39 
〈問中B8〉
10 29 中 36 i15 
6 O 45 100 18 O 39 89 30 O 38 84 
7 牢 タt 114 19 宇 43 69 31 δ 47 84 
8 ♀ 46 112 20 ♀ 37 96 :132 O 35 m 
9 Q 3ラ 70 21 ♀ 44 94133 ♀ 37 79 
10 Q 4ラ 77
上
11 '? 30 I 78 23 334 39135 ♀ 85 
(国中B)












































































































































毎日(十〉 ときどき (0) ほとんどみない(ー 〉 どこをみるか〔
(2) 小学生のための新聞をみてし、るか。
毎日(十〉 ときどきく0) ほとんどみない〈ー〉 ‘どこもごみるか 〔
(3) ラジオはきいているか。
毎日(+) 主きどき (0)・ほとんどきかない〈ー〉 なにをきくか〔
体)雑誌は読んでいるか。















(8) つぎのお話を知っているか。何で知ったか。 くえホ 0) (お話の本 +) 
くきいた，吠函などでみた 〉ー
・イゾヅプ ・あかずきん ・一寸法師 ・ジヤヅグヒ豆の木 ・かぐや
姫 ・アリメパ物語くアラピヤヅナイト〉 ・由包綴 ・安婦鱒と厨子玉
九 ・イワνの馬鹿 ・ガリバー旅行記 ・i':fい鳥 ・小公子 ・善太と
三:¥jl. .)]li.¥.の叉三郎 ・家なき子 .3i島 ・トムソーャーの冒険 ・リ











(1) |坂本氏 楳宣告読菩テスト A号，
I詰問p踊して苛I f{IU'~C1'" I ¥、る困緩 ，f 
B号， C号 牧誓庖




























3 1也の穏を挿入 挿入した個所にくをかし、て挿入した諮・音をかく 0
4 くりかえし くりかえされた単語の右側に~.~線
































「おはよう めんどりさん。 J邑 こどもは L、いましTこ。
，. 
「おかあさんのたんじようびに なにかあげるものはなL、かしら。 J
「こつ こつ こっ」と あんどりは.¥，丸、ました。
「それじぞわたしが うみたてのたまごをひとつあげましょう。 」
「どうもありがとう。」と こども~'t ~市、ましTこo
「でもたまどなら もう あるの。 J














しばらくすると，はとがおそるおそる もかよって きました。りすも かわい
いしっぽをふりながらでて きました。
「ね，カサコL、いだろう。りすを だっこしようよ。 J






キロの道をあるし、てL、ってもかまいませんが，それより もっと ずーと かん
たんな方法があります。手紙をだせばいレわけですよ。 手紙に切宇をはって，ポス
トにいれさえ今れば，それでいレのですよ。




まずひとりの人が :l< .7，トから手紙をだして，ゅうびんきょくへ もっていきま
すυ それを こんどは日1]の人が ととろばんちをしらべて，あなたの友だちのす
んでいる町へいく ふくろのなかへいれます。























































































































(1) 調音の障害 ・省略 ・置換 ・歪み
(鉛吃りとリズムの障害










































































































































































































































・施設・ ・ー水道 ガス 電話 ミシミ/ ラジオ ・蓄音総入浴設備写真緊
ピア ノ 新聞雑誌図書の状態
-子供のための設備・・・子ども部屋 ミマト ・グロープ ラ1，-'1 ト.ヌキー用
具パスケ・y トのボー2レ メレーのボール工作道兵油絵道具スベーリ
台ブラジコ鉄棒子ども問自転車空気銃写真器双恨鏡望遠鏡
楽総〈ピアノ グ 7 イオリ γ '可 ν J" Y~ ギター シロホγ ρ ーモニ
カ笛その他〉






































































25 H寺院‘微音読をする . 
26一字一字ひろい読みをする
27読みがし、ちじるしくおそい













~11 畑の徴候| I~I 機能の異常 ! ‘ . ' 言語i|機能の醐 | 警 |特問患|
1.4 筋肉~r.c.; l






官特定の耳炎 | 1.7大脳障害 |
-34-. 、
観祭j'iJr見
-記 憶 )J 
-思、 考 カ
-求 知 1む







0l1i21314l ラl61 718191101 1213141 516171 81920 1 l.Q 
一般的知識 lill l i!l 14-11i i i i : : i 1 言語性一一一W 
2 一般的理解 lJi l l il 1 1 : : : : 1 : : : : ! 動作性一一」ー
I 3 算数問題トトトトトH;ll 1111111!11     全検査ァ一一
S 4類似問題 11 1 1 1 1 1 l l : : : : : : : ! .(所見〕
C 5単諮問題 |-l-l-Hlliil : : I : : : : I
6 (数日昌問題)I-:-:-:-:-H 1 1 1 1 1 11 1 1 1 I1H ー
年 7 絵 画完成 lートトトトトトHー!→-i寸ー;→-l-;ートトH
B絵画配列 !: I : : : ~ : : : 1 : 1 :: : I: : I 
月・9絞木模様 I: : : : : : : : : : : : : : : 1 
日 10 組合せ問題 ljill!!111 11: : : : : : 1 t 
1符 号問題ト1: r : : : : : : : : : : : : : I 11 11' 111 1 11
12 (迷路問題)I : I : : : : : : : : : : : : : : I







































新潟県教育研究所鱗文章読解カテスト 偏差値 30 -2段階 S.R.T.偏差値
判 中の下と劣とのさかL、自になる。 S.R.T.の下位検査では， 迷税+1 読解

























第2図 事例 1 WI SCプロフィ ール
??，4I E8E11121hI?E1?汗
(1-略的知識 1，，ιt 11 I 11， I I I I・IIII 
I z一般的理解 LAイIII r l ' I 1. I 111. I I II 
語梯j3 .:t'/:教問淘げ円~! t ， t"・1， " ， 1 
-- --14殺イ民間鶏u_，パペ 1，ι ，1"" 1，， 1 
1 8王手語問主E 丘υ~ι..Lい I I I III I 
¥ 6(敬 弔問至理JLLi寸"7Tn門ーよもも企ムiム.Ll....Ll
(7言企畠完成 1，I t 11.11 11 1， I I t 1， i r II 
18.治 :9i，a ?'JI I I t ! I W:-t:L. I ! I I 白，，1
はふId真木俊犠 L，I r I 11" I 1[';￥ι斗斗よムLi
言語船倭査¥10緯令北問主連1'， I t 11， t j 11.，.(ケナτにで十， 1
1i1符号問題 11III1111 ~I パ ， " ， 1 
¥12述書吾朗鴻 11II I 1， I 1 11.入、 III t II 
中 中最 1旦「
f了Tf 平寺巨臼
1 1 1 ;. 1 L?ι」





















































































































































第4図 事例3 WI SCプロプ ィール
r I ~ i! ~， ? ， If_l!_} /11'? I I~汗
(1ー 奇主的知識 I，t I・I. r 1 I I r I ~ ( I r r I I I 
12-般的攻解 J! ! .， JII I I_j_' ，-， I~，-， ~， ~，~I 
言語検盛/3算数問~L..u “ 1 L 11 ， 1， ‘l!! I II I I 
14 類似問題 1.. ，1.、，1・L，I 1. III I 
153転手吾問要量 l I I I I I I 1 1I I I ・"1III I 
l5(数;唱問遜}f" ，!，!" ILIIII' 
門事全畠完治;LLU..._jょハパ 0・"，1，" I I I 
18世会!ti!:t:..ll" ，，1;、.，. J I II I I I 1 I I I 
曹が地l~制緩採 r~ ~'.! 11 ~I II ;!;;; : i 
下限10級制問題 1.t I I I ， 川 市~，! ・ 1 
1'符号問題 I" 11 1以円引で了寸-Tナ1
¥12迷路問題 1，II 11，下、.a.llI r J 1， II! f 





























































第5図 事例4 WI SC プロフ~ -)レ
43H議出λ2一般的主主観 1 31f.救問題
4主員似問題 l，. ，・II I I 11 I I I I I I ~ 
5翠持問題 l1・，，いィプII I I・十II I I t I 
5(毛主唱間建)1 " Iア千-r-..J，‘ 111， II I I 
門絵ゑ完成 lI t I I 1 I I I I I I I I I 1 t I I I ， 
い8;y'I/-$ ifi;y'Jい_LI_j_j¥I I I I r 1 ， II I r I I I 
削除J~ 積木様苦 い川い~J l l l lr ll
下相判10主且令d 問麹 fI I I I I I I I LシイI I 1，1， I I I I 
いI~寺号問題 l I I I I I I I I ，-"i下、ι上 1，III I 





















遊びの時間には，いつも一人で鉄稼やお手玉で遊んでいる。友人はなし、。 - . a 
これらから， 5♀の知能と性絡のアウトライユ〆をえがくと
知能面では，知育Eは正常ではあるが




























































(2) 読 fs 力






















第 6図 事例5 WI SCプロブィール
f，Taイlft?1?1Mlf?J?や
( 1吋技的知識 lII 1. 1 1 I I.L I ， ~ t ， I・・"I 
I 2一般的一理解 fLl_II I I I〆IJ I t 1，・"I 
すき袷.J"算数問題 い I ，1 I ， 1， I I J ，1 I I I I I I 
~"y'V I'"且 1 4類似問題 lLL..L企中イマ 1 1 1 ， I・I111.・l
Is寧詩問題 L ，" 下、，，"，--L_l_i_j_L Jt. I I I I I ， 6(教喝問題)1~I II . t l 十 1 1 ， II I r 
7絵畠完成.1I I I I 1 I " I! ， I t I I I 
8絵掻配列い4 ム斗-Lとb込、，マ・ 1，I I 1.1 
齢構{ほふ時lヤ日→十点心::l:;l
1/符ヱ手間建Lu.ι 」北村寸寸 1t I 1 I I I I I 





























仔) 家族構成~~， 父母およびF 人兄弟，本人は 4 番目，現在長女は東京にでている。
































区君A ~ I B 群
6 0 
2 6 4 
L， I 6 4 
一 一-a 
5 4 4 
6 6 4 












.第 3表 A 第 3表 B
学年 |毎日みる|ときどき|みなし 1 学 年|毎日みる|ときどきiみない
3 2 
一 一 一 一
2 1 2 3 
一 一3 ラ 3 3 
一
4 2 4 1 3 
一
う 2 5 2 2 
4 2 6 4 
数 5(41 16(131 14(12)! 数 7 11 






















2 3 2 3 
一
2 3 3 3 I 
一
6 4 
う 3 う l 
一 一 一
6 3 ち 6 3 
一
数 2 (1) 11(10) 19(1う) 数 3 I 13 I 3 
















第 5表 A 第 5表 B
珍年 |毎日きく!ときどき|き叫し、 学年 |毎日きく!ときどき|きかなL
2 一千|二十 2 2 2 
一 一
3 3 4 3 2 
4 ~ 2 I 1 司. 4 I 3 
5 2 I 2 ラ I 3 
6 2 4 6 I 4 
一












第 6表 A 第 6表 R
学年|毎日みる|ときどき|みない 学年|毎日みる ときどき|みなし、
う
2 2 3 2 4 
3 6 3 
4 4 3 4 3 
一 -ー
5 4 ラ 4 
一
6 4 6 3 
| 数 3 (3)1 2う側 8 (7)1 
































第 7表 A 第 7表 B
学年|すきliF|きらL! 学 年Iす きIすききらいででもIきらL、もない
会1
一一
2 2 I I 3 2 4 
3. I :， I 2 う 2 
』戸、一-ーーー一
4 I 2 I 1 I 4 4 3 
一ラ 3 1 5 4 
6 う 6 3 一数 13(10: 13(11) 9 (81 数 14 5 



















2 3 2 3 3 
一 一 一 一 一
3 l う
一 一 一 一4 1 
一 一 一一
5 2 1 
6 4 2 
一 一一一 一
数 7(7) 13(7) 5(4) 18(12) 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1(1) 
計 一-:-1"20.0 37.114.9すむが J3S.3金L;里s企ρ l宮川8.4)%停4.1)1(~.111 (18.8)1 (41.8) I 1 (3.4)1 ~9.4)1 10."¥".1 (3.4) 
第 8表 B
が 物語 担探てい女小説
2 I 1 1 1 I 2 I 2 
一ー一一ー一ー トー一一一ーーー一ー 一ー一一ー一一一一ー一一一 一ー一一ー一 一ー一ーー 一一一ー 一一一一一一 一一一一 一ー一
3 I I I 1 I 2 
ー 一 一一一一一一一 一一
4 11 1 11211 1 11 1 2 
一 一一 一一一一








































5 6 段 階 別
十101一 十 10'- 十〈労)1。ω| 十(%)数 I% 
42.11 6 81.6 14 78.7' 
一一
2 I 2 1 1 2 36.81 4 21.1 51 26.8 16 
一一 一一
1 1 3 1 1 3 21.11 11 57.9 3 1 15.8 18 94.7 
一一 一一
2 1 2 1 1 4 47.41 5 21.8 2 I 10.5 16 8U 
一一一一一 一一
4 I 1 1 4 47.41 5 28.3 4 1 21.1 18 9;'.71 
一一一一一 一一
2 1 1 1 1 I 3 47.41 4 21.1 6 1 31.8 1ヲ 100.0 
一一一← 一一
38.81 3 15.8 4 I 21.1 14 73.71 
一一一 一一 一一
31.(11 2 10.5 6 I 81.6 14 73.7 
一一
3 5.8 4 1 21.1 14 78.7 
一一
3 I I ~ 3 15.8 4 I 21.1 1ラ 78.9 
一 一一一
3 I I I 3 5.8 2 I 10.5 9 ;'7.~ 
一一 1-一一ー




2 I I 1 I 2 21.1 3 I 15.8 7 88.8， 
一 一一一一 一一 一一
3 3 1 10 52.8 4 lH.1 2 105 16 84.2， 
一 一 一 一 一 一 一 一
2 2 4 21.1 2 10.5 fi 31.8 
トー一一ー一一 一 一 一
3 う 28.3 ち 20.3 10 52.1} 
一 一 一一
3 4 10 52.6 ラ 28.3 lう 78.9 
一一一一一
4 4 B 42.1 4 21.1 12 83.2. 
一 ト一一
2 2 4 21.1 4 21.1 
一 一 一 一 卜一一
491 91 4 57 ~ 137 63 51 251 
ω0';'71o幻
一 一 一 一








3 3 5 3 2 
一2 ヨ 4 2 1 2 2 
一 一 ト一一一ー --， 3 2 3 2 う 2 4 2 
一 一一一一ー l
4 1 4 4 2 3 
ーーー ーー一一!ーー ーーー ーー 一
ラ 2 3 3 
6 2 2 4 2 3 
一数 9(6)1 12 (9)1 6 (5)1 23(18)1 1伐15)11 (8) 12(10 
言十 一~I 25.7 I 94.9一宮T一話す一応す守口一 9"4.玄 11 
% I(紛 7)1(:U.O( 1 (17.2) I (62.1)1 (51.7) (27.6) (34.5) 
第 10表 B (ただし， 3 年生は2~，総計18名〕
学年 細 lffl音楽|ラジオ|吠回|図画|工作|語義援
一 一




4 i 3 1 1 3 2 ・
一 一 一 一
5 3 2 3 
一
6 2 2 2 3 1 
一











設 A 群 B 群A段階18，段階Ic段階 A段階IB段階C段階
1 1 1 4 
一 一
2 2 3 2 2 
一 一
3 1 2 4 2 
一
4 6 3 
5 2 2 4 
一 一 一6 5 2 2 
合計 3(2) 量2iI13 5 一一 1---s 68.4 28.3 5.3 % I (8.9) 
A段階に属するものは
5♀ 14o 33♀ 
B段階に属するものは
'8年 12o 17早 25o，





















とのうち-3段階のものは， 30 o， 33♀である。






























の近視〈眼鏡をかけていない〉 ・慢性鼻炎 ・知能 WISC知能指数言語
性76，動作性85，全検査78 ・社安性ありむしろ世話やき ・家庭、の生活程度
ぷ広』コ 青j' ワ 9 13 4 
% 7.1 92.1 7t].5 14.3 
下 両親とも外につとめにでていて帰宅おそい ・異母兄弟の兄がおり成績中
の下 ・本人のみかわいがられる ・母は字か読めない などがみられる。
、D段階にあるものは 8平 10~ 13o 16♀である。
8♀には ・藍度難聴 ・慢性鼻炎 ・アデノイド ・知能，WI Sc知能
指数言語性108，動作性113，全検査 112 ・無口;友人すくない ・家庭農家
くらし中の上 ・読書の興味経験やゃある などがみられる。
10♀には ・身体よわくかぜひきが多い ・一年生のとき肺炎で長欠(現在









炎 ・慢性副鼻洞炎 ・肩桃!則自大 ・伝音系難聴左耳軽度 ・知能，田中B





主坦~1--=-3 r- 2 I -1 I 0 I +1 I 
2 1 I I 31 21 I 
3 4 つ
4 3 3 1 一， 
5 2 
6 2 2 
合 百十 '6 10 8 3 









ド ・慢性副鼻洞炎 ・釘I音色 a
WI SC知能指数言語性73.
動作性73，会検査68 ・家庭比L
較的裕福 ・人なつこ〈素直 ・注意散慢わすれもの1fい ・作業の持久力な
しなどどがみられる。
引中には ・中等度難聴 ・単純性オツエ+一 ・萎縮性鼻炎 ・知能，W
1 SC知能指数言語性70，動作性120，全検査84 ・兄4人のうち2人ろう
唖学校在学 ・注意散慢，根気がない ・作業おそいが正確 ・人のいうこと
を気にし教師に告げ口 ・強情などがみられる。l
23C5には ・汎副鼻洞炎 ・体力なく弱々しい ・知能，厨トドB式68 ・父
戦苑 ・くらし中の下 ・本人は家庭生活がたい〈っとうったえる ・社交性
なく〈らい ・消極的で元気がない ・反面強情反抗的 ・協力性なし など
がみられる。
訪中には ・近視 ・トラホーム結膜炎の既往症 ・知能， WI SC知能指‘
数言語性108，動作性117，全検査115 ・母教師の経験あり，これをひけら
かす傾向 ・姉妹3人のうちこ人は成績よい ・家庭では学習のめんどうをよ
くみる ・友人すくたく限定されている ・内気 ・ー ，二年生頃は学校でほ
-61 -
之んど口をひらかない などがみられる。




十 1段階にあるものは，.31oである。 O段階には 6 O 8宇 12 o がい
:る。
31 oには ・視覚器官の欠陥の散候顕著 ・汎副鼻洞炎 ・知能， WI SC 




6 oには ・視覚器官欠陥の徴候顕著 ・慢性鼻炎 ・要養護，身，休童弱
・知能， WI SC知能指数言語性106，動作4性83，全検査100 ・家庭では弟




12 oには ・知能，WI Sc知能指数言語性114;動作性118，会検査18
・三人兄弟の末子 ・住宅は附近より孤立しa 幼児より兄弟とのみ遊ぶ，正常















一3 5 2 1)には 33字 28♀ 
。 ※ 2 28♀ 
一 一 一+ 1 I 2)には 8♀ 10中
一 一 12 O 
十 2
一 一+ 3 一 3)には 13♀ 18♀ 





















































































































読みの学業不振児群について， S. R. Tの文章読解についての成績をみる
と第15表~第19表のとおりである。これらの評定設階はいずれも 7段階評定
第15~ S.R.Tによるセyテシス 第16表 S.R.Tによるパラグラフ
迎合7カの言平定 理解力の評定
台里町-31- 2卜11 0 命感卜3卜21-1 I 0
2 2 3 2 5 
3 4 3 3 5 
一
itコh 計 4 5 3 メZL3 言十 10 
う4 33.8 41.7 25.0 % 8.8 83.4 8.8 
第17表 S.R.Tによる読fri!f.カの 第18表 S.R.Tによる速読の力の
評定 評定
除ぞ?トペ-21-11 0 1十 1 詮思トベ-21-i I 0 j十 11十 21+3
4 3 4 2 2 1 
5 2 5 2 
一一一
6 3 1 l 6 4 2 句』
メに与1 雪す 日 4 3 
一ー一-.
% 50.0 25.0 18.8 8.2 
合 計 5 6 2 
71 % 81.3 87.8 12.5 8.2 8.2 
第19表 S.R.Tによる読解の正確度の で，-3.+ 3までにわかれて








主唱 -21-11 0 1+11+2
4 
11 5 6 
合 計 7 8 
% .1，0.8 50.0 8.2 
これらの表のうち.比数的よいもの3 わるいものはつぎの児童である。
ー もTー
-lrYテユ〆ス 0段階・・ 6O 8♀ 10♀ 
パラグラフ 0段階・・ 17♀
説 解 -3段階 ;・・20平 23ei 24o 28♀ 29 宇 ~OÔ 325 34♀ 
" 十 1段階・・・・31O 
速 読 -3段階・・・・28中 31o 
" 十 1段階....21♀ 
" 十2段階・・・・19中
" +3段階・・・・22o


















































































正 『主 Bt 
-31-21-11 0 1+ 11+ 2 
ーラ 1 
ト一一












-3 ※1 1 
速 -2 一
o 
+1 ※2 1 
容目V量t耳a 十2
















































31 十 品13 Ea， t-P ~I~ ~Ol ~01~1 ~I ~312121 ~31 ~21 2~ 501 1 150: 12う 25 1 2112 211 1 一一一一 一 法2 2 1 1 ;01iう XI:1Jl671~1_!Zr! 50 12う1 1 1 1 1 一三一一1-l~--.1~11.1 一寸 33 1 1 1 1 4 一一 ~1-1_!Ij 171_1_1 ¥71_ 一一一一一
5 1 1 1 1 1 1 1171 1 117 一一一一一一一一
6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 120 一一一一一一一一7 一一一一一一一一一一一一-~一一一一一一一一
8 1 1 1 1 1 1 117 
第27表 他の語を挿入する
決誠iり¥の数群宮、拳¥年台¥ 、
A ~ B 
1 I 2I 3I 4 1 ラ I6 II 2I 3I 4 1 5 I 6
ィ|ィ|ロ|ィ|ロ|ロ|ハ|ロ|ハ|ロ|ハ|ィ|ィ|ロ|ィロ|ロ|ペロ|イロ|ハ
」一通片
2 0701 44 2 自j-ち品 4 2 41 1 同日50 ~5:~ 33 100 ト字型?寸会 2 2 2う 32 67 50 150 25 一 一2 25 17 25 一
3 1 1 iう
17 1 一 e 一ー』一一ー一一一一一一
4 1 1 i5 171 33 一一一一一一一 一一一
う
一一 一一一一一一一6 
一 一 一一一一一一一 一トー
7 
17 
第28表 く り 台、 え し
誌 A
1 1 2 I 3I 4Iラ I6 1 I 2I 3I 4Iラ I6 
ィ|ィ|ロ|ィ|ロ|ロ|ハ|ロ|ハ|ロIJ、ィ|ィト|ィ|ロ|ロiノ、1ロ|ハ|ロ!ハ
。 う -斗lih-iJ34 4 50 83 100 100 






~I  ~I -1 -1-' -1 -¥ -ll~I~II-1 -r-r-l~rll--T~rl~ 
I 1 1 I I 1 I I 1 ゐ'11 I I 1 I 1 1 1 I I 
第29表 と ば し 3売 み罰 A I I 1 1 I 2 ! 3141 5 16 : 112 1 314 I 516 
ィ | ィト |ィ|ロト|十 I ~、 | ロ | ハイ |ィ|ロ|ィ|ロト|イロ|ハ|ロ|ノ、
五fM2411 み ~II_I?ol 1517~l 151 iol ~I ~司一一。一一 ー7うす41「8了6寸3:1寸6-3r一3一421-¥0766175075i:I10 
ー1「 -1291417-173 一 2ラ一2513一312駅15一一25 2 1 1 1 21 1 1 1  1 11 2 I 1:2う 311 34 1 3'3! 1 1 251 1 1 1 1 1 '45 111111'1212 _3 !-I_J~ 1{_1 r7IÊI_1671~1 40 
-~ 
8 1 1 1 I I:.1 1 II Iz10L J 1 I I T1 I I 1 I 
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第30表 長い休止業 A1 t 2 I 3 1 4 I 5 I 6 111 1 2 I 3 I 4 !.5 I 6 
ィ!ィiロ|ィit' 1ロ|十|ハ Ir> I ハィ | ィ | ロ| ィ ~lロ|十 l十 1 ，、
21 2 _ 1 1 2 1 3 1 61 5 1 3 I 31 41 31 1 41 31 31 21 41 4 
1 I I iラ 291 I 171 1 1 1 201 1 251 1 33 
1--2-一目 玉「一一-Lゴ一 一一 1〕「
。i[[115寸l十与 1仁 []~ 11 「1 - - i  l 
第31表 絶 句
17 I 1 I I ， I I制 1 I I 1 I I I I I I I 1 .1日





























型 I誤の数り 理解皮 速さ| 児 iI帆'(
I 0 10 。220 250 35♀ 
E 。339 300 
E 。7中 12o 15 <;1 17? 19♀ 299 349 
1v × X 。6♀ 20♀ 320 
一 一v 。。× なし
一 一 一
百 X 。× 16平
一
vJI 。X X 4♀ ラ♀ 130 18o 











































































































































































































































































































































? ? ? ? ? ?
????
? 「 。 。 ? ? ?
?? ??
?????



























(1) 読解カ ・搭い力 ・文字カともそろってひく いものがおおい。
(鉛 知能の正常なものでも，視覚異常がつよいものは，読書に対する興味経







































































































27o 幼時よ府り虚弱ず，。 最近はかなりよくなった。 1年生のとき肋膜炎のためほと
んど出せ
ラヨ♀ 発育不良，幼時デYグ然。
































9 10 1 13 14 18 19 21 24 28 31 32 33 34 35 
中 ♀ 9 s 3 8 8 中 8 容 3 8 ♀ ♀ 中
言語性 88 83 79 76 82 79 88 73 70 86 73 86 75 89 73 75 
動作性 82 64 80 85 88 108 92 73， 120 100 108 8う 89 73 80 98 
全ー 検査 84 70 77 78 83 93 89 69 95 92 89 84 80 79 73 8~ 
33例のうち， WI Sc知能指数90以下のものは 13例 39% (田中B式2
名をいれれば42%)
















(1) 生磁的条件には各種の陣容がみとめら (1) 大多数は難聴および耳 ・鼻・樹喉の


























一 部 ー ノ
〔知能正常〉 C知能おくれる〉
(1) 読みの興味経験はかなり高いものが多 ，(1) 一般にきわめてひくい。
L、。































2 O 4♀ ラ♀ 6 O 12 i' 14 O 1ラ♀ 28♀ 29字 30o 以上10
例
(2)狭義の性格異常傾向













































基盤係 . 関心 児童|主活副会票|文化度|高育忠
1 (l) 。。1 21宇 。
一 一
2 O 。 22o 。。。。
一 一
3 o 。23 o 。 。。
一 一
4中 。。 24o 。 。。
一一 一
5平 。。 27 () 。 。
一 一ーす一
6早 。 28平 。
一9 C> I・0 。。29早 。 。
一一一 一
一一一一一一一一?ー一一ト一一一一一一一一一一一一一一 官ー一一，
1ラ♀ o1 1 0 1133 ♀ ~I~ ~仁7〉1l 1一一一一 一一一一一一一一一一一ート一一 一一


































































































































































~I 用 文 献
(1)小学校における学喋不振児の研究 第 1報千葉県松育研究所研究紀聖書23集 1956 
(2) 榊原清 ・佐藤泰正:読書の心理 1953 東京・日本文化科学社
(3) 波多野完治:書評「言詩心理学J読者科学 1巻1号 1956 東京・牧書庖'
(4) 平井昌夫:教育診断とは何か治療教育研究集録 1d5F 東京・光風出版株式会社
(5) 戸川行男:臨床心胆学の意義戸川編i臨床心理学 1952 東京・金子書房
(6) 戸川行男:教育相談の理論主方法教育心理 3巻1号 1955 
東京・臼木文化科学社
(7) 宮城音弥:臨床心理学の領域と方法 日本応用心礎学会編心理学講座 7巻 13 
1954 東京・中山書出
(8) 正木正・倉右精一・ 黒丸正白郎共編:教育心理学央習 臨床・診断 :956 
東京・河学社
(9) 青木誠四郎:学業遅進児教育科学辞典 19ラ2 東京 i 朝倉者席
同品川不三良[1:学業不振と人格教育心開 4巻4号 19う6 東京・白木文化科学社






側阪本一郎:読者の心理 1954 東京 ・牧書陪
聞大熊喜代松:読みのおくれ。たこどもの治療教室 光風ライプ歩 リー 1954 
東京・光風出版株式会社。B) 高木俊一良s:学主と難聴仔|肝心教育と医学 3巻5号 1955 東京・慶応通信
ω) 平井昌夫:話しヨトパの障害とは何か治療教育研究集録1 1955 
JR京 ・光風出版株式会社
側 岡本奪大:アメ1}71における読書診断の研究〈引用〉 教育心恕 2巻4号
1955 東京・日本文化科学社
(2J) 品川不二郎・ 品川孝子:教育相談 1956 東京・日木文化科学社
似品川不二郎:児童の知能における人格的要因の測定に関する研究 教育心理学研究
4巻1号(日木教育心理学協会編集)1956 東京 ・国土社
舗 中修三:できる子供・できない子供一一脳髄の発途と教育 ‘1954 東京・慶応通信
悌凶ロ恒夫:認し2 トメの治療的指導光風ライブラリー 1956 
東京 ・光風出版株式会社
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